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調理 食品の 品質に 及ぼ す金 属器具 の影響（ 第４報 ）

一鉄鍋 で煮物をす る場合の溶 出鉄 の動向 につい て一

東京 家政大家政　 河村 フジ子　 国 際学 院埼玉短 大　 ○大 野智子　 大野敦子

目 的　 調理 過程に鉄 鍋｡か ら溶出す る鉄は、 調理食 品の色・ 味・ テ タスチ ヤ一 に影 響を 及

ぼす と考え られる が、一方 では 鉄の 給源と して も注目に値する。 そ こで今 回は 、 試験用鋼

板（ 炭 素鋼２種S S  41 ）を 各 種の調 味液中 で食品 とと もに 加熱し、 溶出鉄 の動 向をみた 。

次い で、実際に 鉄鍋 で食品 を煮 て、そ の結果を 確認 した。

方法　 食品は、じ ゃがい も･ 豆 腐・大 酔を 各20 ±0.5 g ず つ精秤 して ６個 に切り、300 ml

のビ ー カー に鋼板（2 ×5  cm ）3 枚 ・調 味液25 0 mlと と もに入 れ、98°C 以上で10 分 加熱し、

直 ちに 食品・ろ紙（ 東洋 ろ紙M.  2 でろ 過)    ･ろ 紙残踊りこ分け た。 次に各 々を500 ～550・Cで

灰化 して溶解 し、 オルトフェナント ロリン 比色 法で鉄 の定 量を 行った。 また調味 液とろ液 に

ついて はPH を 測定 した。調 味液は、 蒸 留水（ 対照 ）・2    価食塩水 ・2    価食塩含 有し ょ5  座･

みそ の各液・10 価食酢液とした。 考察 資料とし てPH  3 ～7 の各 液で 鋼板を 加熱した。さ ら

に煮 物用鉄鍋を用い て、鋼板 の場 合 と同一条件で 各食品を 煮て、 鉄の動向 を確認 した。

結果　 鋼板 から煮 汁中に溶 出する 鉄量は、 食酢旅は 顕著に多 く、 次いで しょ5 ゆ液で、

みそ液 ・食塩 水は、 対照 との差が 些少 となi>  が、ろ 紙残5査及び食品 に移行 する鉄 量は、 煮

汁中の 鉄量 と必ず し も一 致せ ず、 食 品の種類 で多少 異な る。調味液 の種類 が溶 出鉄量 に及

ぼ す影 響は液 のPH とコロ イド・ エ マルジョy  にI る皮膜形成 能・緩衝能が 関与す る と考え

られ る。液のPH が5 ～ ７では、 鋼板 か らの溶出鉄量 は些 少である が、TEi 調 整液 はPH  3 の

場合 と同 程度に溶 出鉄量は顕 著とな るが、 長時 間加熱 を続け ると、溶出鉄は コ・ イドとな

って 沈澱 しやすい 。鉄鍋 の場 合 も、 鋼板の場 合とほ ほ同 じ傾向を 示 す。
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